
 

 [重点施策Ⅱ] 水産業集積地域，漁業拠点の再編整備 

（１）漁港・漁村 【Ｐ１７－２２】 

①漁港施設用地の嵩上げ工事 

荷さばき所や漁港背後の水産加工団地など，県が管理する漁港施設用地の嵩上げ及

び排水対策は，災害復旧事業と併せて平成２３年１１月から各種工事を実施していま

す。県管理の漁港施設用地については，平成２９年度までに，気仙沼市浦の浜漁港を

最後に嵩上げが必要となる２５漁港全ての工事に着手し，狐崎・波伝谷・泊（歌津）

・福貴浦・寄磯・日門・網地の７漁港が完了しました（完了率２８％）。また，市町

管理の漁港施設用地については，９７漁港のうち９４漁港において工事に着手し（着

手率９７％），５３漁港が完了しました（完了率５５％）。  

 

②高度衛生管理型荷さばき所の整備 

全国的な水産物の生産・流通の拠点として，国民に安全・安心な水産物を提供し，流通

機能の強化を図るため，国が定めた高度衛生管理基本計画に基づき，高度な衛生管理に対

応した荷さばき所などを一体的に整備しています。  

平成２９年度は，女川町地方卸売市場及び塩竈市水産物地方卸売市場が完成し，全

面供用されました。両市場ともにＨＡＣＣＰに対応可能な高度衛生管理型の魚市場と

して復旧しました。  

 

主な事業  

課   名 
事業費（千円） 

［決算額] 
事   業   名   等  

水産業基盤整備課 

漁 港 復 興 推 進 室 
32,160,107 

水産基盤整備災害復旧費（再掲） 

漁港施設機能強化事業費（再掲） 

海岸保全施設整備事業費（再掲） 

広域漁港整備事業 

※過年度繰越がある場合は過年度繰越を含む金額を記載しています。 
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－主な取組－  

①  漁港復旧の取組について 

 

１ 漁港の災害復旧 

 東日本大震災により県内にある１４２漁港はその全てが被災したことから，被災した

漁港施設などは，公共土木施設災害復旧事業費国庫負担法に基づき復旧のための費用を

国に申請し，水産庁及び財務省による現地査定を受け，決定（災害査定は平成２３年７

月～２４年１月）しました。その後，平成２９年７月１０日～７月２１日に再調査が行

われ，査定決定額を下表のように見直しています。 

 

 

 

 

 

また，壊滅的な被害を受けた各漁港の早期復旧は，本県水産業の復興にとって不可欠

であることから，全漁港を一日でも早く使用できるよう，復旧事業を着実に進めていま

す。  

  

２ 漁港施設の復旧状況 

漁港施設の復旧工事は震災直後から応急工事に着手し，平成２３年１２月から本復旧工

事を進めています。 

復旧状況は，平成３０年３月末現在で，県管理漁港２７港全てに着手し，市町管理

漁港でも，河川災害で復旧する２港（東松島市：野蒜漁港，松島町：高城漁港）と漁

港施設の災害復旧を行わない１港（仙台市：深沼漁港）を除いた１１２港全てで着手

しています。 

災害査定件数ベースの着手率は，県管理漁港では９６％，市町管理漁港では９８％

であり，県全体では９７％となっています。完成率は県が７７％，市町が８５％，県

全体では８２％となっています。 

 

 

 

 

 

また，漁業活動に必要な物揚場などの係留施設の復旧延長は県と市町の合計で全延

長４７．９ｋｍあり，平成３０年３月末現在４２．１ｋｍが完成し，８８％まで復旧

しており，漁業活動に支障を来たさないまでになっています。 

年度別の漁港災害復旧完了（漁港単位）数については，平成２７年度までに寄磯，狐崎

桃ノ浦，日門，泊（歌津），網地，福貴浦の７港が完了しており，平成２８年度において

は小鯖，鮪立，志津川，仁斗田，荒浜の５港が概成し，また，平成２９年度においては鮎

川，磯崎の２港が概成しました。 

今後は，復旧ロードマップに基づき着実に施設の復旧を進めるため，地元の漁港利用者と

の調整を行い適切な工程管理を実施して復旧工事を進めます。 

 

 

 

 

  

◆災害復旧費

漁港施設 海岸保全施設

県管理 594件 1,980億円 1,209億円 771億円
市町管理 801件 1,531億円 615億円 915億円

計 1,395件 3,501億円 1,824億円 1,685億円

（平成30年3月末）

左の内訳
管理者別 災害件数 決定額

◆平成29年度の漁港施設災害復旧の進捗

県管理 533件 510件 96% 411件 77%
市町管理 727件 709件 98% 621件 85%

計 1,260件 1,219件 97% 1,219件 82%

査定件数 着手件数 着手率 完成件数 完成率管理者別

（平成30年3月末）

◆年度別の漁港施設災害復旧完了（漁港単位）一覧表

漁港施設
平成２７年度
まで完了

平成２８年度
完了

平成２９年度
完了

平成３０年度以降
完了予定

計

県管理 7港 5港 2港 13港 27港
累計 7港 12港 14港 27港

（平成30年3月末）

※完了には概成を含む
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３ 漁港の復旧ロードマップ 

県管理の２７漁港の災害復旧工事については，漁港施設及び海岸保全施設の復旧

ロードマップをホームページで公表しています。  

（http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/gyofuku/gyokouhukkyu.html） 
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（漁港復興推進室） 
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－主な取組－  

②高度衛生管理型荷さばき所の整備について（女川町・塩竈市） 

１ 女川町地方卸売市場 

 東日本大震災とその津波により，女川町地方卸売市場は甚大な被害を受けましたが，

その後，平成２４年４月には水産業共同利用施設復旧支援事業などを活用し，仮設市場

の供用を開始しました。 

女川町地方卸売市場は，女川漁港（県管理：第３種漁港）内にあり，震災前には年間約１０万ト

ン，約９０億円の水揚げがありました。市場の再生にあたっては，これまでの水揚げ実績の維持を

前提とし，食品衛生管理の標準規格であるＨＡＣＣＰに対応可能な高度衛生管理型の施設で復旧す

ることになりました。 

新たな女川町地方卸売市場は，水産流通基盤整備事業及び復興交付金の水産業共同利

用施設復興整備事業を活用し，高度衛生管理に対応した魚市場復旧を進め，東棟は平成

２５年１２月に着工し，平成２７年６月２２日に完成しました。また，中央棟及び西棟

は平成２７年９月に建設工事の発注を行い，平成２８年６月３０日には中央棟が，平成

２９年４月２７日には西棟がそれぞれ完成し，平成２９年５月３０日に落成式を行いま

した。 

 

 ○女川町地方卸売市場の事業概要 

（１）事業名称 補助事業：水産物供給基盤整備事業費補助（水産流通基盤整備事業） 

復興交付金事業（C-7)：卸売施設復興事業 

 （２）事業主体 女川町（間接補助） 

 （３）建物概要 東棟 Ａ＝７,４４３㎡                       

         中央棟・西棟 Ａ＝９,２１５㎡          

 （４）総事業費          ６１億円              

     荷捌き施設 東棟     １６億円 

           中央棟・西棟 ４５億円 

 （５）施工期間 平成２４年度～平成２９年度 

 

○これまでの経過 

平成２４年 ４月 仮設荷さばき所で再開開始（水産業共同利用施設復旧事業） 

平成２５年１２月 東棟：工事着工 

平成２７年 ６月 東棟：工事完成（６月２２日） 

平成２７年 ９月 中央棟・西棟：工事着工 

平成２８年 ６月 中央棟：工事完成（６月３０日） 

平成２９年 ４月 西棟：工事完成（４月２７日） 

平成２９年 ５月 落成式（５月３０日） 

 

      
     荷さばき所の被災状況         女川町地方卸売市場完成状況 

                        (水産業振興課・漁港復興推進室) 
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２ 塩竈市水産物地方卸売市場 

 東日本大震災とその津波により，塩竈市水産物地方卸売市場は甚大な被害を受けまし

たが，その後，平成２４年４月には水産業共同利用施設復旧支援事業などを活用し，仮

設市場の供用を開始しました。 

塩竈市水産物地方卸売魚市場は，塩釜漁港（県管理：特定第３種漁港）内にあり，震災前には年

間約１万７千トン，約１００億円の水揚げがありました。市場の再生にあたっては，これまでの水

揚げ実績の維持を前提とし，食品衛生管理の標準規格であるＨＡＣＣＰに対応可能な高度衛生管理

型の施設で復旧することになりました。 

新たな魚市場は，水産流通基盤整備事業及び復興交付金の水産業共同利用施設復興整

備事業を活用し，高度衛生管理に対応した魚市場復旧を進め，東棟は平成２５年３月に

着工し平成２７年４月１０日に完成しました。また，中央棟及び南棟は平成２６年３月

に建設工事に着工し，平成２８年８月１０日に中央棟が，平成２９年１０月２５日には

南棟がそれぞれ完成し落成式を行いました。 

  

○塩竈市水産物地方卸売市場の事業概要 

（１）事業名称 補助事業：水産物供給基盤整備事業費補助（水産流通基盤整備事業） 

復興交付金事業（C-7)：卸売施設復興事業 

 （２）事業主体 塩竈市（間接補助） 

 （３）建物概要 東棟 Ａ＝１９,９９０㎡                       

         中央棟・南棟 Ａ＝５,９４０㎡          

 （４）総事業費         １２０億円              

     荷捌き施設 東棟     ８９億円 

           中央棟・西棟 ３１億円 

 （５）施工期間 平成２４年度～平成２９年度 

 

○これまでの経過 

平成２４年 ４月 仮設荷さばき所で再開開始（水産流通基盤整備事業） 

平成２５年 ３月 東棟：工事着工 

平成２６年 ３月 中央棟・南棟：工事着工 

平成２７年 ４月 東棟：工事完成（４月１０日） 

平成２８年 ８月 中央棟：工事完成（８月１０日） 

平成２８年１１月 南棟：一部完成（１１月１日） 

平成２９年１０月 南棟落成式（１０月２５日） 

 

 

      
     荷さばき所の被災状況       塩竈市水産物地方卸売市場完成状況 

                        (水産業振興課・漁港復興推進室) 
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－主な取組－  

③  海岸防潮堤の整備について 

１ 海岸防潮堤の復旧・復興 

東日本大震災による津波被害を受け，海岸防潮堤の復旧，復興事業は，数十年から百数

十年に一度程度の比較的頻度の高い津波（レベル１）や高潮に対し，人命保護に加え，住

民財産の保護，地域の経済活動の安定化，効率的な生産拠点の確保を目的として整備を行

うことが決まり，宮城県では県内海岸を２２のユニットに分割して，津波到達のシミュレ

ーションなどを行い，ユニットごとに計画高を決定しました。 

２ 漁港防潮堤の復旧・復興状況 

漁港海岸の防潮堤は，県管理５９箇所４８．１ｋｍ，市管理９０箇所３５．４ｋｍの計  

１４９箇所８３．５ｋｍで整備を行っています。  

漁港海岸の防潮堤については，高さや位置，景観に対する地域住民や関係者から要望が

多く出ており，合意を得るのに時間を要していましたが，防潮堤の必要性に加え，景観や

環境に配慮するとともに，イメージパースを作成するなど防潮堤のイメージが掴めるよう

な工夫により，説明を重ねた結果，平成３０年３月末までにおいて，９９%の箇所で合意

が得られ，未合意箇所は日門漁港日門地区の１箇所となっています。 

合意を得た箇所については，詳細設計，用地取得を経て，資材不足，入札不調対策を図

りながら工事の発注を行った結果，平成３０年３月末までにおいて，全漁港海岸１４９箇

所のうち，１２８箇所で工事に着手しています(着手率８６%)。            

       

  

  

 

       

３ 漁港防潮堤の完成状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                （漁港復興推進室） 

 

区　分 管理者 箇所数
延長
ｋｍ

箇所数
箇所
(％)

箇所数
箇所
(％)

箇所数
延長
km

県 59 48.1 53 90% 58 98% 7 2.7

市町 90 35.4 75 83% 90 100% 16 3.7

計 149 83.5 128 86% 148 99% 23 6.4

H30. 3末現在

全体計画 工事着手 合意状況 完成状況

波路上漁港海岸波路上地区防潮堤 渡波漁港海岸長浜町地区防潮堤 

気仙沼漁港海岸小々汐地区防潮堤 渡波漁港海岸梨木畑防潮堤 
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